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　一ぼくらの仲間は7人で少ないけど
（1）

　　　仲よくガンバルヨ！一（写真は室野小学校新入生）

たくましい子どもにノ

創造性豊かな子どもにノ

＝期待に胸はずませて、新入学＝

昭和55年度松代町立小学校の入学式は、各学校とも

4月4日に挙行されました。

今年の新入学児童は全町で69人（昨年は94人）です。

希望に胸をふくらませたこの子ども達の目がいつま

でも明るく輝きつつけてほしいものです。

、》、
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昭和55年度松代町会計別予算総括表
　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　　　　分 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 増減率％

一　　般　　会　　計 2，020，000 2，100，000 △80，000 ▲　　3．8

国民健康保険特別会計 533，107 434，620 98，487 22．7

事　業勘　定 419，419 387，600 31，819 8．2

診療　勘　定 113，688 47，020 66，668 141．8

簡易水道事業特別会計 89，629 77，344 12，285 15．9

農業共済事業特別会計 49，160 46，896 2，264 4．8

総　　　　　　括 2，691，896 2，658，860 33，036 1．2

　
3
月
1
0
日
か
ら
n
日
ま
で
二
日
間
に

わ
た
り
町
議
会
第
一
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
昭
和
5
5
年
度
予
算
が
原
案
通
り

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
統
合
中
学
校
建

設
事
業
の
完
了
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比

八
、
○
○
○
万
円
、
3
・
8
％
の
減
と

な
り
ま
し
た
が
、
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
総
額
で
は
前
年
比
1
・
2
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
は
、
四
年
の
歳
月
と
約
一
〇

億
円
の
巨
費
を
投
じ
て
建
設
し
た
統
合

中
学
校
の
落
成
開
校
、
山
平
中
学
校
あ

と
へ
早
稲
田
大
学
の
校
外
施
設
誘
致
、

奴
奈
川
中
学
校
あ
と
へ
工
場
誘
致
、
一

〇
数
年
来
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
法
務

局
出
張
所
の
松
之
山
出
張
所
を
統
合
し

た
松
代
出
張
所
の
新
庁
舎
落
成
開
庁
、

年
末
に
は
、
町
民
待
望
の
国
道
二
五
三

号
線
儀
明
峠
ト
ン
ネ
ル
・
犬
伏
ト
ン
ネ

ル
・
薬
師
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
な
ど
、

当
町
に
と
っ
て
明
る
く
希
望
に
満
ち
た

記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。

　
昭
和
五
五
年
度
の
予
算
編
成
に
当
っ

て
は
、
町
民
福
祉
の
一
層
の
向
上
と
町

経
済
の
着
実
な
発
展
を
期
す
る
た
め
、

財
政
の
健
全
化
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
行

政
各
般
に
わ
た
り
積
極
的
に
対
処
す
る

こ
と
と
し
、
次
の
点
を
重
点
に
置
き
編

成
し
ま
し
た
。

ω
　
町
政
の
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
推

　
進
を
図
る
た
め
、
社
会
経
済
情
勢
の

　
推
移
に
即
応
し
た
行
財
政
需
要
に
適

　
切
に
こ
た
え
つ
つ
、
き
め
細
か
な
配

　
慮
を
加
え
な
が
ら
、
財
源
の
重
点
的

　
・
効
率
的
配
分
を
図
る
。

㈲
　
地
域
経
済
の
維
持
向
上
及
び
雇
用

　
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ

　
る
郷
土
の
建
設
に
必
要
な
、
社
会
資

　
本
の
計
画
的
整
備
を
は
か
る
た
め
、

　
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業

　
抑
制
基
調
の
中
に
あ
っ
て
も
、
可
能

　
な
限
り
事
業
規
模
の
増
額
確
保
に
努

　
め
る
。

⑥
　
低
成
長
経
済
下
に
お
け
る
財
政
の

　
健
全
性
を
維
持
す
る
た
め
、
財
源
の

　
確
保
に
努
め
る
一
方
一
般
行
政
費
等
、

　
消
費
的
経
費
は
、
厳
に
こ
れ
を
抑
制

　
し
、
財
源
の
有
効
化
に
徹
し
、
財
政

　
構
造
の
弾
力
性
堅
持
に
努
め
る
。

（2）

　
政
府
の
経
済
見
通
し
を
踏
え
な
が
ら

歳
入
計
画
の
樹
立
を
図
る
も
、
当
町
の

財
政
基
盤
は
極
め
て
弱
く
、
予
算
総
額

二
〇
億
二
、
○
○
○
万
円
に
対
し
、
町

税
収
入
は
一
億
三
、
三
七
〇
万
円
弱
で

予
算
全
体
に
し
め
る
割
合
は
、
六
・
八

％
と
一
割
に
も
満
た
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
、
残
り
の
九
三
・
二
％
一
八
億
八
、

二
三
〇
万
円
余
り
を
国
県
そ
の
他
に
頼

ら
ざ
る
を
得
ず
、
な
か
で
も
国
県
へ
の

依
存
度
が
非
常
に
高
く
、
こ
れ
ら
の
財

源
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
国
と
県
へ
積

極
的
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
全
力
を

傾
注
し
て
獲
得
に
努
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

ω
　
統
合
中
学
校
の
完
了
、
五
三
年
度

　
六
・
二
六
豪
雨
災
害
の
繰
上
げ
復
旧

　
完
了
な
ど
大
事
業
が
昨
年
完
了
し
た

　
こ
と
、
又
、
財
政
再
建
を
強
く
打
出

　
し
、
公
共
事
業
の
抑
制
な
ど
で
緊
縮

　
型
と
な
っ
た
国
の
予
算
や
地
方
財
政

　
計
画
と
の
関
連
で
国
県
の
財
源
の
伸

　
び
な
や
み
な
ど
で
本
年
度
予
算
額
は
、

　
一
般
会
計
が
二
〇
億
二
、
○
○
○
万

　
円
、
国
保
特
別
会
計
が
五
億
三
三
、

　
一
〇
七
千
円
、
簡
易
水
道
特
別
会
計

　
が
八
九
、
六
二
九
千
円
、
農
業
共
済

　
事
業
特
別
会
計
は
、
四
九
、
一
六
〇

　
千
円
、
総
額
二
六
億
九
一
、
八
九
六

　
千
円
、
前
年
度
比
一
・
二
％
増
と
な

　
っ
て
い
ま
す
。

ω
　
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を

　
一
層
振
興
さ
せ
る
べ
く
、
圃
場
の
整

　
備
、
農
林
道
の
開
発
改
良
舗
装
な
ど

　
基
盤
整
備
を
促
進
す
る
一
方
水
稲
害

　
虫
の
共
同
防
除
に
引
続
き
本
年
度
も

　
助
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
特
に

　
当
町
の
適
産
と
し
て
山
野
に
豊
富
に

　
自
生
す
る
緑
草
資
源
の
活
用
に
期
待

　
し
て
、
畜
産
の
振
興
を
図
る
こ
と
と

　
し
、
貸
付
牛
の
購
入
と
と
も
に
牛
舎

　
の
建
設
と
簡
易
放
牧
施
設
へ
の
補
助

　
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

⑥
　
産
業
道
路
・
生
活
道
路
の
整
備
特

　
に
冬
季
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
道



　
路
の
改
良
並
に
舗
装
の
延
長
を
最
重

　
点
施
策
と
し
た
ほ
か
、
除
雪
車
・
除

　
雪
用
ダ
ン
プ
・
小
型
圧
雪
車
な
ど
を

　
購
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

㈲
　
義
務
教
育
並
に
社
会
教
育
の
施
設

　
整
備
と
内
容
の
充
実
を
は
か
り
教
育

　
効
果
を
一
層
高
め
る
。
な
お
先
人
の

　
文
化
的
遺
産
の
確
保
保
存
の
た
め
郷

　
土
資
料
館
の
内
部
整
備
と
国
の
重
要

　
文
化
財
松
苧
神
社
の
解
体
修
理
を
実

　
施
す
る
た
め
の
補
助
金
を
計
上
し
ま

　
し
た
。

㈲
　
成
人
病
対
策
・
母
子
保
健
・
婦
人

　
の
貧
血
予
防
・
小
中
学
生
の
健
康
保

　
持
増
進
・
老
人
の
健
康
管
理
・
食
生

　
活
の
改
善
な
ど
町
民
の
健
康
管
理
の

　
充
実
を
図
り
、
且
つ
、
集
落
内
排
水

　
施
設
の
整
備
・
ご
み
処
理
・
し
尿
処

　
理
等
環
境
の
浄
化
整
備
を
促
進
し
ま

　
す
。

1歳入歳出予算事項別明細書

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

剛汗戦（
●歳入●

医
療
費
の
増
高
に
伴
い
、
昨
年
度
据

　
え
置
い
た
国
保
税
を
止
む
を
得
ず
世

　
帯
当
り
一
万
円
上
げ
て
七
五
、
O
O

　
O
円
を
見
込
み
ま
し
た
。
な
お
地
域

医
療
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
奴
奈

　
川
地
区
に
あ
る
国
民
健
康
保
険
診
療

所
の
改
築
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と

　
し
ま
し
た
。

2
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

来
年
度
か
ら
第
三
次
の
水
道
布
設
事

業
を
峯
方
地
区
に
実
施
す
る
た
め
の

測
量
設
計
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

3
　
農
業
共
済
事
業
会
計
で
は
、
水
稲

病
害
虫
防
除
を
一
層
促
進
す
る
た
め

背
動
散
粉
機
の
購
入
を
計
画
し
ま
し

　
た
。

款 本年度予算額 前年度予算額 比　　較 予算構成比率％）

1．町　　　　　　　　　税 137，689 127，410 10，279 6．8

2．地　方　譲　与　税 24，132 20，002 4，130 1．2

3．自動車取得税交付金 16，704 15，804 900 O．8

4．地　　方　交　付　税 942，100 848，828 93，272 46．7
5．交通安全対策特別交付金 513 500 13 O
6．分担金及び負担金 25，336 45，444 △20，108 1．3

7．使用料及び手数料 8，444 8，186 258 O．4

8．国　庫　支　出　金 119，207 206，543 △87，336 5．9

9．県　　支　　出　　金 235，694 276，127 △40，433 11．7
10．財　　産　　収　　入 33，473 48，550 △15，077 1．7

11．寄　　　　附　　　　金 O O O 0
12．繰　　　　入　　　　金 134，000 195，000 △61，000 6．6

13．繰　　　　越　　　　金 20，114 15，000 5，114 1．O

14．諸　　　　収　　　　入 75，594 23，306 52，288 3．7

15．町　　　　　　　　債 247，000 269，300 △22，300 12．2
歳　　入　　合　　計 2，020，000 2，100，000 △80，000 100．O

　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
構
成
比

〈
義
務
的
経
費
〉

・
人
件
費
　
三
億
七
、
四
九
九
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
・
六
％
）

　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
汗

　
　
　
　
　
　
　
　
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
（●歳出●

・
公
債
費
　
二
億
四
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
九
・
九
％
）

・
扶
助
費
　
　
　
六
、
七
九
六
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
四
％
）

〈
投
資
的
経
費
〉

・
普
通
建
設
費

　
　
　
　
　
六
億
九
、
九
九
九
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
・
七
％
）

・
災
害
復
旧
費
　
三
、
九
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
一
・
九
％
）

・
受
託
事
業
費
　
五
、
一
七
一
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
・
⊥
ハ
％
）

〈
そ
の
他
の
経
費
〉

・
物
件
費
　
三
億
一
、
五
七
三
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
一
五
・
六
％
）

・
補
助
費
　
一
億
三
、
七
一
四
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
六
・
八
％
）

・
繰
出
金
　
　
　
六
、
八
○
○
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
三
％
）

・
維
持
修
繕
費

・
積
立
金
等

（＿（＿＿＿』
　、　、

二
三
三
万
円

・
六
％
）

二
七
〇
万
円

・
六
％
）

款
本年度

予算額

前年度

予算額 比較

本年度予算額財源内訳
予算
成比灘
（％）

特　定　財　源
一　般
財　源国　庫

支出金
県支
出金 地方債 その他

1．議会費 36，686 33，168 3，518 36，686 1．8

2．総務費 260，256 253，205 7，051 33，688 8，700 33，990 183，878 12．9

3．民生費 183，335 151，485 31，850 61，162 18，066 37，848 66，259 9．1

4．衛生費 99，770 86，495 13，275 2，805 4，139 1，200 376 91，250 4．9

5．労働費 12，368 12，875 △　　507 1，541 3，288 7，539 0．6

6．農林業費 400，044 354，619 45，425 171，364 63，500 28，192 136，988 19．8

7．商工費 3，000 3，500 △　　500 3，000 0．2

8．土木費 429，296 331，040 98，256 10，871 2，841 157，700 100，218 157，666 21．3

9．消防費 71，651 69，010 2，641 1，956 1，500 283 67，912 3．5

10．教育費 275，205 448，581 △173，376 23，418 1，530 6，800 28，194 215，263 13．6

11．災害復旧費 39，008 182，788 △143，780 18，995 2，525 7，600 4 9，884 1．9

12．公債費 200，400 161，835 38，565 200，400 10．O

13．予備費 8，981 11，399 △　2，418． 8，981 0．4

歳出合計 2，020，000 2，100，000 △80，000119，207 235，694 247，000 232，393 1，185，706 100．O

（3）



（4）

◆
◇
◆
主
要
建
設
事
業
費
関
係
予
算
◆
◇
◆

）位円単
千（

課
名

款　別 事業名 事業　内　容 事業費
財　　源　　内　　訳 課

名
款　別 事業　名 事業　内　容 事業費

財　　源　　内　　訳
国庫支出金 県支出金 起　　債 その他 一般財源 国庫支出金 県支出金 起　　債 その他 一般財源

総
　
　
　
務
　
　
　
　
課

総務費

役場庁舎整備補
修事業

庁舎前境界ブロッタ
工事
庁舎内床面修理工事

3，700 3，400 300

建
建
設
設
課
課

土木費

町道整備事業

町道補修用砂利 12，500 12，500

道路新設改良
　町道改良　7線
　町道舗装　10線
　局地改良　1線

152，700 121，500 10，000 21，200
下島公営住宅道
路付替工事

高校職員住宅取付道
路付替工事

2，600 2，600 0

庁用車整備事業 町長車1台附属器具
一式

3，500 3，500
駅前整備事業

駅前道路舗装工事
農地復旧・換地登記
広場道路用地買収

76，880 32，000 24，500 20，380

小型圧雪車整備
事業 万能タローラー3台 1，740 1，300 440

建設機械購入
ブルドーザー購入

　　　　　1台
15，000 10，600 4，200 200

基礎集落圏防雪
体制整備事業

冬　期　駐　車　場
ペィローザー除雪車
1台

スノーダンプトラッ

タ1台

34，994 22，275 7，400 3，000 2，319
鉄道公団受託事
業 犬伏土捨場復旧事業 50，000 50，000

総
務
課

消防費
消防施設整備事
業

小型動力ポンプ購入
費　　　　　3台

3，600 1，956 1，500 144

社
会
課

民生費
国保特別会計繰
出金

国保直営診療所改築
工事費分繰出金

18，300 18，300
防火水槽補助2ケ所
　　（名平・寺田）

消火栓増設補助
　　　　（松代）
火の見やぐら補助2
ケ所　（千年・峠）
室野サイレン塔補修

3，822 3，822衛生費
へき地患者輸送
車整備事業 ジ　ー　プ　　1台 1，985 600 1，200 185

産
　
　
　
　
業
　
　
　
　
課

農業費

水稲共同防除事
業 カメ虫防除補助 2，400 2，400

町有牛貸付事業 貸付牛購入20頭 7，000 1，066 5，934

教
育
委
員
会

教育費

教育住宅整備事
業

莇平小学校教員住宅
補助
木造二階建　　　m2

2，500 2，500

畜舎等整備事業
畜舎保管器等建設補
助
簡
易 放牧施設補助

1，060 1，060

庁用車整備事業 ジープ1台購入 2，000 2，000

農業生産基盤整
備事業

農道補修用砂利 3，600 3，600
学校建築事業

莇平小学校改築工事
木造二階建

20，506 6，319 5，600 8，500 87

町単農道補助（3線） 11，000 11，000

統合中学校整備
事業

校地・校庭・緑化整
備工事

16，300 16，300
町単圃場補助（12ha） 11，000 11，000

農免農道負担金
（3線）

31，800 22，000 9，800 文化財保護
松苧神社補解体工事
補助

3，000 3，000

団体営圃場整備
　　（駿鞠 32，100 17，678 3，000 8，055 3，367

郷土資料館整備
事業 内部改装工事等 1，450 1，100 350

体育施設整備事
業

スキー場整備補助

　　　　2カ所
グランド整備補助

　　　　1カ所

1，000 1，000水田利用再編対
策事業

農業研修センター建
設事業（莇平）等

11，743 6，086 4，200 1，457

県単農林水産振
興事業

集落開発センター建
設（滝沢）

畜舎建設事業補助
（莇平）

10，530

15，000

15，500 6，300 3，730

産
業
建
設
課

災害復
旧費

土木施設災害復
旧

昭和55年
融雪災害復旧工事

8，000 8，000

昭和53年6・26
豪雨災害復旧（越菅）

28，479 18，995 7，600 1，884

林業費

造　林事　業

町行造林新植保育委
託料

9，396 4，767 4，629

農林業施設災害
復旧

昭和55年
融雪災害復旧費

2，529 2，525 4 0町行造林作業路開設
委託料

1，570 1，570

産
業
課

共済特別
会計

水稲病害虫防除
事業 背動散粉機購入 4，000 4，000公団造保育委託料 1，720 1，716 4

林道整備事業

田沢・下山線開設
　　　　（橋梁）
田沢・下山線改良
　　（ふきつけ）
下山・海老線
　　（舗装800m）
松苧山線
　　（改良430m）
城山線
　　（改良4即m）

183，000 125，262 28，000 10，000 19，738 社
会
課

国保特別
会計

国保診療所改築
事業

診療所改築1棟
鉄筋コンタリート2F
レントゲン等医療備
品一式

66，555
22，319 25，000 18，300 936

簡易水道
特別会計

峯方地区簡易水道拡
張工事測量設計委託

10，000 8，000 2，000

室野浄水場原水位
調整弁改造工事

1，752 1，752

土木費
国県道工事負担
金 町費一部負担金 15，000 15，000

総　合　計 897，311 60，789 189，326 270，800 193，608 182，788



（5）

纒緩磯繋の繋灘
4月1日付で町役場職員の人事異動が発令され

ましたのでお知らせします。

　　　　昭和55年度

児童生徒数・学級編制状況
　　　　　（）は内数、S55．4．1現

ましたのでお知らせします。

学校　名

学
級
数
（
）
内

1 2 3 4 5 6
計

昨比

年較

度
と

増

新　　所　　属 氏　名 旧　　所　　属
特
殊

年 年 年 年 年 年
の減

建設課長 樋口　芳男 産業課長
松代小学校

（2）

8 26 38

（2）

34 25

（2）

45

（1）

30

（5）

198 一17

産業課長 関谷　政和
総務課
　庶務財務消防統計係長 〃　菅刈分校 2 2 2 4 1 9 一6

総務課
　庶務財務消防統計係長

武田　三郎 産業課　農業土木係長 〃小屋丸分校 3 3 2 3 1 1 10 十1

建設課　土木係長 鈴木　利雄 産業課　経済係長 〃　下山分校 3 1 3 2 3 2 2 13 0

産業課　農業土木係長 松永　　勝 建設課　土木係長 清水小学校 3 4 1 1 4 4 2 16 O

産業課　経済係長 高橋　嵩一 農業委員会書記 孟地小学校 3 2 7 3 6 12 6 36 一10

建設課　土木係 宮沢　諄一 産業課　農業土木係
〃海老分校 2 3 2 3 1 9 一1

産業課　農業土木係 相沢　哲夫 建設課　土木係
〃滝沢分校 1 5

1
1 2 一2

北山小学校 3 5 6 5 3 6 3 28 十2
産業課　農業土木係 室岡　　茂 社会課　水道係

蒲生小学校 3 4 6 2 7 4 7 30 一2
農業委員会書記 高橋　　博 産業課　農業土木係

〃寺田分校 2 1 2 2 2 7 一3

社会課　水道係 山賀　　茂 建設課　建築係
室野小学校 5 7 7 10 9 15 13 61 一13

産業課　農業土木係 堀川　一郎 社会課　職業国民年金係 峠　小　学　校 3 3 8 6 4 8 7 36 一7

社会課　戸籍係 茂野　孝蔵 産業課　農業土木係 桐山小学校 3 1 3 1 1 2 8 一3

社会課　職業・国民年金係 佐藤　徹夫 税務課　固定資産税係 儀明小学校 3 1 7 6 5 3 5 27 一2

社会課　国民健康保険係 米持敏雄 社会課　戸籍係 莇平小学校 3 4 3 2 3 2 5 19 一3

税務課　固定資産税係 柳　　利彦． 社会課　国民健康保険係 蓬平小学校 3 4 3 3 5 2 4 21 一1

松代保育園　給食婦 山岸　トク 蒲生保育園　給食婦

蒲生保育園　給食婦 山岸トシ子 松代保育園　給食婦 （2） （2） （2） （1） （5）

計 53 69 94 83 87 110 87 530 一67

建設課長 高橋　幸平 （退職）
松代中学校

（1）

11 136

（1）

115

（2）

106

（3）

357 十13

一昭和55年度
　　小・中学校学級編成一

学生530名
　（前年597名）

中学生357名
　（前年344名）

　
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の

小
学
校
新
入
生
は
69
人
。

　
全
校
児
童
の
比
較
で
は
、
6
7
名
の
減

と
な
り
、
三
年
前
の
昭
和
5
2
年
度
と
の

比
較
で
は
実
に
一
二
六
名
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
。
児
童
の
減
少
に
よ
り
学

級
数
も
、
菅
刈
・
滝
沢
分
校
・
峠
・
儀

明
小
学
校
で
減
と
な
り
、
特
殊
学
級
を

含
め
53
学
級
に
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
は
全
校
で
1
3
名
増
え
、
学
級

数
も
1
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
職
員
は
、
学
級
減
と
な
っ
た
4
校

と
桐
山
小
学
校
で
各
－
名
の
減
と
な
り
、

室
野
小
学
校
と
孟
地
小
学
校
で
1
名
ず

つ
の
増
員
と
な
り
ま
し
た
。

薩　
灘　
簾



小
・
中
学
校

松
代
高
校

教
職
員
異
動

小

・
中
学
校

▼
新
し
く
松
代
町
に

　
来
ら
れ
た
先
生
▲

松
代
小
学
校
・
下
山
分
校

　
　
ま
き

　
藤
纏
香
子
　
（
妙
高
々
原
町
・
妙
高
北
小
）

清
水
小
学
校

　
吉
越
　
勉
「
（
頸
城
村
・
大
漬
小
）

　
小
島
和
子
　
新
採
用

　
三
月
定
例
議
会
で
次
の
と
お
り
常
任

委
員
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
一
年
で
す
。

　
◎
印
委
員
長
　
○
印
副
委
員
長

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　　　　　建　　　　　　社
　　　○◎設　　　　○◎会　　　　○◎
小田柳柳村常中富山小柳村常市宮室五池関
　　　　　任　　　　　　任　　　十
島辺　　山委村沢岸山　山委川沢岡嵐田谷
　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ
　　　　　貝　　　　　　　　　　貝
丑弥達政義会俊恭昭　幸寿会璋富幹政利達
　市太　　　　　　　　平
蔵郎郎喜郎　正松司茂雄次　次次男勝八治

産
業
常
任
委
員
会

　　　○◎
村高若石関

山橋井野谷

真紀俊英太

一元二二平

孟
地
小
学
校

　
水
野
清
信
　
（
新
潟
市
・
曽
野
木
小
）

　
寺
崎
ゆ
か
り
　
新
採
明

海
老
分
校

　
谷
田
敬
一
　
（
新
井
市
・
新
井
小
）

北
山
小
学
校

　
小
堺
哲
也
　
（
上
越
市
・
南
本
町
小
）

蒲
生
小
学
校

　
美
濃
和
英
　
（
松
之
山
町
・
浦
田
小
）

　
鈴
木
朝
美
　
新
採
用

寺
田
分
校

　
戸
倉
昌
子
　
（
上
越
市
・
諏
訪
小
）

室
野
小
学
校

　
飯
塚
康
哉
　
（
頸
城
村
・
南
川
小
）

　
山
本
篤
子
　
（
松
之
山
町
・
松
里
小
と

桐
山
小
学
校

　
大
橋
剛
哉
　
（
大
和
町
・
赤
石
小
）

莇
平
小
学
校

　
木
南
さ
つ
き
（
西
山
町
・
石
地
小
）

　
室
川
一
雄
　
新
採
用

蓬
平
小
学
校

　
八
木
一
志
　
新
採
用

松
代
中
学
校

　
春
日
文
恵
　
（
上
越
市
・
直
江
津
中
）

　
加
藤
淳
一
　
（
板
倉
町
・
板
倉
中
）

　
笹
川
幹
衛
　
（
上
越
市
・
城
西
中
）

　
大
久
保
与
次
（
下
田
町
・
長
沢
中
）

　
丸
山
　
登
　
（
村
松
町
・
愛
宕
中
）

　
小
笠
原
賢
亮
（
三
島
町
・
三
島
中
）

　
南
　
京
子
　
新
採
用

　
古
川
澄
子
　
新
採
用

▼
勤
務
す
る
学
校
が

　
　
変
わ
っ
た
先
生
▲

　
　
　
　
　
　
　
（
配
置
替
え
）

古
島
ト
シ
子
　
　
（
室
野
小
↓
松
代
小
）

竹
内
　
修
一

樋
口
八
重
美

石
黒
　
昭
子

柳
　
　
文
子

山
岸
ハ
ル
ノ

（
清
水
小
↓
松
代
小
）

（
松
代
中
↓
孟
地
小
）

（
峠
　
小
↓
室
野
小
）

（
桐
山
小
↓
室
野
小
）

（
蒲
生
小
↓
松
代
中
）

▼
町
外
に
転
出

　
　
　
　
さ
れ
た
先
生
▲

松
代
小
学
校

　
柳
　
静
江
　
（
栄
村
・
中
央
小
）

菅
刈
分
校

　
藤
本
文
子
　
（
新
井
市
・
猿
橋
小
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

下
山
分
校

　
小
椋
晶
子
　
（
青
海
町
・
市
振
小
）

孟
地
小
学
校

　
石
川
孝
子
　
（
新
潟
市
・
牡
丹
山
小
）

　
清
水
み
ゆ
き
（
新
井
市
・
新
井
南
小
）

海
老
分
校

　
若
井
春
雄
　
（
長
岡
市
・
大
島
小
）

滝
沢
分
校

　
引
間
久
美
子
（
能
生
町
・
能
生
小
）

北
山
小
学
校

　
富
沢
政
和
　
（
十
日
町
市
・
十
日
町
小
）

寺
田
分
校

　
宮
崎
晴
子
　
（
柿
崎
町
・
上
下
浜
小
）

室
野
小
学
校

　
高
城
武
四
郎
（
三
和
村
・
里
公
小
）

　
山
岸
こ
ず
え
（
上
越
市
・
北
諏
訪
小
）

儀
明
小
学
校

　
市
村
幸
雄
　
（
上
越
市
・
春
日
小
）

莇
平
小
学
校

　
本
柳
貞
子
　
（
松
之
山
町
・
三
省
小
）

　
風
間
洋
子
　
（
妙
高
々
原
町
・
妙
高
北
小
）

蓬
平
小
学
校

　
山
岸
輝
善
　
（
上
越
市
・
飯
小
）

松
代
中
学
校

　
小
池
光
夫
　
（
上
越
市
・
直
江
津
中
）

小
菅
信
之

中
沢
正
世

横
山
平
八

藤
本
保
久

杉
原
幸
男

（
能
生
町
・
磯
部
中
）

（
十
日
町
市
・
下
条
中
）

（
大
潟
町
・
大
潟
中
）

（
板
倉
町
・
板
倉
中
）

（
能
生
町
・
能
生
南
中
）

　
江
口
美
世
子
（
越
路
町
・
越
路
中
）

　
早
川
京
子
　
（
糸
魚
川
市
・
糸
魚
川
中
）

▼
退
職
さ
れ
た
先
生
▲

　
高
沢
　
実
　
（
蒲
生
小
学
校
）

松
代
高
校

▼
転
入
・
新
採
用

　
　
　
さ
れ
た
先
生
▲

高
橋
　
敏

関
川
和
代

柄
沢
良
子

斉
藤
修
二

俵
山
英
男

若
井
紀
子

（
村
上
高
校
か
ら
）

（
新
採
用
）

（
　
〃
　
）

（
　
〃
　
）

（
講
　
師
）

（
非
常
勤
講
師
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生
▲

井
部
庸
子

小
林
　
豊

遠
藤
春
治

筑
波
孝
夫

三
上
祥
司

石
川
政
秋

徳
間
チ
ヅ
子

（
三
条
高
校
へ
）

（
新
潟
西
高
校
へ
）

（
西
越
高
校
へ
）

（
十
日
町
高
校
へ
）

（
柏
崎
高
校
へ
）

（
五
泉
高
校
へ
）

（
加
茂
農
林
高
校
へ
）



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑭

”
母
子
・
成
人
保
健
昭
和
5
5
年
度
事
業
は
”

　
松
代
町
で
は
母
子
、
成
人
保
健
に
関

し
て
、
5
5
年
度
に
次
の
よ
う
な
検
診
・

学
級
・
健
康
相
談
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

す
す
ん
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

◎
母
子
保
健

・
新
婚
学
級

　
54
年
8
月
か
ら
5
5
年
7
月
ま
で
に
結

婚
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
8
月
に
行
な

い
ま
す
。
内
容
は

　
・
明
る
い
家
庭
生
活

　
・
妊
娠
の
成
り
立
ち

　
・
結
婚
と
健
康
、
そ
の
他

・
母
親
学
級

　
妊
娠
中
に
前
期
、
中
期
、
後
期
の
三

回
コ
ー
ス
で
、
初
産
と
経
産
に
別
け
て
、

4
月
か
ら
12
月
ま
で
毎
月
行
な
い
ま
す
。

　
・
妊
娠
の
成
立
、
生
理

　
・
妊
娠
中
の
生
活
、
栄
養

　
・
安
産
教
育
、
分
娩
、
産
褥
、
新
生

　
　
児
、
家
族
計
画
、
そ
の
他

・
ま
ご
親
学
級

　
・
育
児
担
当
者
は
母
親
と
は
限
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
し
、
特
に
農
繁
期
は
、
お

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
ま
か
さ
れ

て
い
る
家
庭
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
ま
ご
の
世
話
を
さ
れ
て
い
る
方
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
、
栄
養
、
発
育
、
し

つ
け
に
つ
い
て
一
諸
に
考
え
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
7
月
と
n
月
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
・
妊
婦
さ
ん
の
お
か
あ
さ
ん
を
対
象

に
、
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
一
諸

に
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

7
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
（
新
し
い

事
業
）

・
産
後
健
康
相
談

　
産
後
2
ケ
月
に
尿
検
査
、
血
圧
測
定

を
行
な
い
、
産
後
の
健
康
状
態
を
調
べ

ま
す
。
又
家
族
計
画
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
行
な
い
ま
す
。

。
2
ケ
月
児
健
康
相
談

　
産
後
健
康
相
談
と
合
わ
せ
て
、
身
体

計
測
と
健
康
相
談
を
助
産
婦
と
保
健
婦

に
よ
っ
て
4
月
か
ら
12
月
ま
で
毎
月
行

な
い
ま
す
。

・
三
・
四
ケ
月
検
診

　
三
ケ
月
児
、
四
ケ
月
児
を
対
象
に
、

医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
計
測
、
健
康

相
談
を
行
な
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
離
乳

食
の
話
も
あ
り
ま
す
。
4
月
・
6
月
・

8
月
・
1
0
月
・
1
2
月
に
行
な
い
ま
す
。

・
乳
児
検
診

　
生
後
六
・
七
・
八
・
九
ケ
月
の
乳
児

を
対
象
に
、
医
師
の
診
察
、
身
体
計
測

健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
4
月
と
8

月
と
n
月
に
行
な
い
ま
す
。

・
一
才
六
ケ
月
検
診

　
一
才
六
・
七
・
八
・
九
ケ
月
の
幼
児

を
対
象
に
、
内
科
、
歯
科
の
診
察
、
身

体
計
測
、
健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

4
月
と
8
月
と
1
1
月
に
行
な
い
ま
す
。

・
二
才
児
検
診

　
二
才
六
ケ
月
か
ら
三
才
ま
で
の
幼
児

を
対
象
に
内
科
、
歯
科
の
診
察
、
検
尿

身
体
計
測
、
健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

4
月
と
n
月
に
行
な
い
ま
す
。

・
三
才
児
検
診

　
三
才
六
ケ
月
か
ら
四
才
ま
で
の
幼
児

を
対
象
に
行
な
い
ま
す
。
内
科
、
歯
科

の
診
察
、
検
尿
、
身
体
計
測
、
健
康
相

談
を
行
な
い
ま
す
。
4
月
と
n
月
に
行

な
い
ま
す
。

1く

富

／

・
育
児
学
級

　
各
検
診
の
後
、
検
診
の
結
果
、
発
育

む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
皆
で
考
え
ま
す

5
月
と
9
月
と
1
2
月
に
行
な
い
ま
す
。

・
妊
婦
健
康
相
談

　
マ
マ
ミ
ル
ク
支
給
時
に
助
産
婦
に
よ

る
健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。
指
定
日

時
に
必
ず
本
人
が
と
り
に
来
て
下
さ
い
。

・
新
生
児
訪
問
に
つ
い
て

　
生
後
一
ケ
月
未
満
の
新
生
児
に
助
産

婦
、
保
健
婦
に
よ
る
訪
問
を
行
な
い
ま

す
。
助
産
婦
に
よ
る
訪
問
指
導
は
、
県

下
全
般
で
行
な
わ
れ
て
い
る
事
業
で
す

の
で
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
尚
、

町
外
で
出
産
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳
に
つ
い
て
い
る
出
生
連
絡
票
を
必

ず
送
っ
て
下
さ
い
。

◎
成
人
保
健

・
出
稼
検
診

　
出
稼
さ
れ
る
方
全
員
を
対
象
に
、
6

月
9
・
10
・
n
・
1
2
・
1
3
日
に
行
な
い

ま
す
。

・
循
環
器
検
診

　
四
十
才
か
ら
六
十
四
才
ま
で
の
方
の

う
ち
、
出
稼
者
を
除
い
た
方
を
対
象
に

7
月
1
．
2
．
3
・
4
日
に
行
な
い
ま
す
。

・
胃
集
団
検
診

　
原
則
と
し
て
三
十
才
以
上
の
方
を
対

　
象
に
、
8
月
7
・
8
・
9
．
n
．
1
2

　
日
に
行
な
い
ま
す
。
　
1

・
婦
人
科
検
診

　
原
則
と
し
て
三
十
才
以
上
の
方
を
対

　
　
　
　
　
　
象
に
、
8
月
2
7
・
2
8
・

　
　
　
　
　
　
2
9
・
9
月
1
・
2
日
に

　
　
　
　
　
　
行
な
い
ま
す
。

ノ！

輌

獲
皇
”

　
　
　
　
　
　
μ
r

　総室
ζ多

1、）忌ぺ

》

、
、
　
r
，

　’一

！

o

脚

り

ー
菱

∠弼N

・
貧
血
検
査

　
十
八
才
か
ら
三
十
九

才
ま
で
の
女
性
を
対
象

に
行
な
い
ま
す
。
貧
血

検
査
、
血
圧
測
定
、
検

尿
、
計
測
を
行
な
い
ま

す
。・

寄
生
虫
卵
検
査

　
全
住
民
を
対
象
に
行

な
い
ま
す
。

・
糖
尿
病
教
室

　
出
稼
検
診
、
循
環
器

検
診
で
発
見
さ
れ
た
糖

尿
病
型
、
境
堺
型
の
人

を
対
象
に
行
な
い
ま
す
。

（7）



（8）

灘
が
蔽
騙
鋼
齪
般
魁

鰍灘通算老

令
年
金
を
受
け
派
る

媛趨畷人の

現
況
届
提
出
期
限
が
変
わ

㍑欝
努
ま
し
た
．

灘
如
難
藩
籍
難

漁鯵
は
・
今
卸
窺
則
が
変
わ
－
、

笛ひ

　
妙
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
「
誕

か
　
　
ゆ

破
　
、
生
日
の
末
月
」
と
な
り
ま
し
た
。

畷
　
、
現
況
届
が
期
限
ま
で
に
提
出
さ

　
　
　
　
　
　
み

欝
　
騎
れ
な
い
と
、
社
会
保
険
庁
で
は

か
　
　
ゆ

媛
　
畷
あ
な
た
の
生
存
を
確
認
出
来
ま

媛
　
．
せ
ん
の
で
、
届
が
提
出
さ
れ
る

サ
　
　
　
　
　
の

笛ひ

　
凶
ま
で
の
間
、
年
金
の
支
払
が
一

灘
繋
錨
碁
解

　
　
　
　
　
　
の

欝
　
》
ひ
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
提
出
期

笛ひ

　
凶
限
の
約
一
ケ
月
前
に
社
会
保
険

か
　
　
が

．
　
畷
庁
か
ら
年
金
受
給
者
あ
て
に
直

ザ
　
　
　
　
　
の

笛ぴ

　
》ぴ
接
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
所
要
事

笛ひ

　
驚ぴ
項
に
記
入
押
印
の
上
、
市
町
村

鍵
厳
盤
繹
爵
矯
限
ま
で

万
一
用
紙
が
届
か
な
い
場
合
は
、

に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

年
金
係
に
御
相
談
下
さ
い
。

現況届の期限はあなたの
　誕生月の末日となりました。

国役
民場

戸
籍
の
窓
口
か
ら

徽

　
殊
便
器
（
重
度
の
上
肢
障
害
者
用
）

　
な
ど
で
、
特
殊
寝
台
が
貸
与
品
目
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。

3
、
対
象
に
な
る
人
は
、
身
体
障
害
者

　
手
帳
を
も
っ
て
い
る
二
級
以
上
の
障

　
害
の
人
で
す
。
（
障
害
の
種
類
に
よ

　
っ
て
対
象
品
が
決
っ
て
い
ま
す
。
）

4
、
負
担
能
力
に
よ
っ
て
、
費
用
の
一

　
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
か
福
祉
事

務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

騒
三
月
受
付
分
（
受
付
順
）

ご
け
っ
二
ん
　
潟

お
め
で
と
う
　
鍋
衡

柳
　
誠
・
後
藤
幸
子
　
松
代
　
で
み
せ

襲
巽
・
奪

　
　
　
　
父
伸
一

小
境
佳
枝
　
　
　
長
女
　
蓬
平
　
孫
甚

　
　
　
　
母
民
江

　
　
　
　
父
成
三
郎

田
巻
勝
利
　
　
　
二
男

　
　
　
　
母
奈
美
子

小
林
由
香

父
豊

母
京
子

暫
『
一
匠
【
匡
圧
旺
匹
匠
匠
旺
匡
嶢

出
福
祉
だ
よ
り
　

號
¶
一
l
l
］
刀
1
］
l
l
］
1
謁

ー
東
頸
城
社
会
福
祉
事
務
所

　
み
な
さ
ん
、
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、

県
下
の
各
郡
や
市
に
福
祉
事
務
所
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
事
務
所
で
は
、
生
活
に
お
困
り

の
方
、
お
と
し
よ
り
の
こ
と
、
心
身
に

障
害
を
お
持
ち
の
方
の
こ
と
、
母
子
（
寡

婦
）
世
帯
の
方
の
こ
と
、
子
ど
も
の
こ

と
な
ど
で
悩
み
ご
と
を
お
も
ち
の
人
び

と
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
悩
み
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

い
つ
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

　
今
回
は
、
か
ら
だ
に
障
害
を
お
も
ち

の
方
に
対
す
る
福
祉
施
策
の
一
つ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
重
度
身
体
障
害
者
日
常
生
活
用
具
給

付
等
の
事
業
」

1
、
こ
の
制
度
は
、
在
宅
の
重
度
障
害

　
者
の
方
に
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付

　
ま
た
は
貸
与
し
、
快
適
な
日
常
生
活

　
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
便

　
宜
を
は
か
る
も
の
で
す
。

2
、
日
常
生
活
用
具
と
は
、
浴
そ
う
・

　
湯
沸
器
・
便
器
・
盲
人
用
の
テ
ー
プ

　
レ
コ
ー
ダ
ー
・
盲
人
用
の
時
計
・
特

「
福
祉
相
談
電
話
」
が

　
　
設
置
さ
れ
ま
し
た

　
四
月
一
日
か
ら
、
東
頸
城
社
会
福
祉

事
務
所
に
「
福
祉
相
談
電
話
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
電
話
は
”
社
会
福
祉
に
関
す
る

諸
相
談
を
、
よ
り
広
く
ご
相
談
に
応
じ
、

情
報
の
提
供
、
提
案
等
を
受
理
し
、
積

極
的
に
対
象
者
に
働
き
か
け
を
す
る
等
、

社
会
福
祉
相
談
の
便
宜
を
は
か
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　
電
話
番
号
は

　
　
〇
二
五
五
九
（
安
塚
）

　
　
二
i
三
三
一
一
番
で
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

二
女

　
　
　
　
父
進

若
月
大
樹
　
　
　
長
男

　
　
　
　
母
美
佐
子

宮
澤
理
佳

父
俊

母
花
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

山
賀
　
敏
夫

武
田
　
盛
福

武
田
千
代
榮

佐
藤
　
イ
ツ

山
岸
　
ツ
ル

相
沢
　
サ
ダ

仲
村
武
二
郎

若
月
癸
三
郎

石
野
　
テ
イ

佐
藤

峠
　
田
巻
屋

松
代

県
職
員
住
宅

田
代
木
戸
口

長
女
　
下
山

七
一
才

四
一
才

五
五
才

七
九
才

八
六
才

七
三
才

七
〇
才

六
七
才

七
八
才

ヨ
イ
　
七
六
才

大
門

小
荒
戸
　
向

千
年
　
田
中

千
年
　
栄
や

室
野
　
紋
仁

寺
田
松
見
屋

太
平
　
角
屋

儀
明
　
治
平

田
代
　
新
屋

木
和
田
原

　
　
ほ
し
ば

室
野
　
多
助

人ロのうごき一

　4月1日現在
）
　
）
　
）
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1
　
9
　
0
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一
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4
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F
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∩
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つ
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数
男
女
計
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口

世
人

死亡10
転出141

減計151

出生　5

転入16
増計21
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か
か
り
つ
け
の
お
藤
糞
敗
鮮
］

①
誤
っ
た
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
あ
な
た
は
病
院
を
転
々
と
渡
り
歩

い
た
り
、
む
や
み
に
薬
を
求
め
た
り

語
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

標
ん
か
．
そ
れ
は
誤
っ
た
受
診
の
仕
方

り
で
す
し
、
そ
の
う
え
み
ん
な
の
〔
国

く
保
税
〕
が
無
駄
に
使
わ
れ
る
こ
と
に

づ
な
り
ま
す
。
ま
た
忙
し
い
お
医
者
さ

庭
ん
の
こ
と
も
考
え
て
、
夜
間
・
休
日

家
の
診
療
や
往
診
も
、
急
患
の
場
合
以

ヤ

㌧
外
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う
に
し

る
て
く
だ
さ
い
。

明
②
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を
も

．
　
ち
ま
し
ょ
う

成
一
家
に
一
人
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
・

育

あ
な
た
の
健
康
を
よ
く
知
っ
て
い
る

お
医
者
さ
ん
は
病
気
の
時
は
も
ち
ろ

　
　
　
　
　
、

て
く
れ
ま
す
。
行
き
届
い
た
健
康
管

理
は
、
あ
な
た
、
医
師
、
そ
し
て
国

保
の
三
人
四
脚
で
行
わ
れ
る
の
が
望

ま
し
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ん
、
日
頃
の
健
康
の
支
え
に
も
な
っ
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ご
存
知
で
す
か

「
休
日
在
宅
当
番
医
制
」
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
東
頸
城
郡
医
師
会
で
は
、
地
域
住

民
の
休
日
に
お
け
る
診
療
体
制
の
確

保
を
は
か
る
た
め
、
　
「
休
日
在
宅
当

番
医
制
」
を
設
け
て
、
み
な
さ
ん
の

便
宜
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　
休
日
で
も
、
郡
内
の
ど
こ
か
で
診

療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
今
日
は
ど
こ
の
お
医
者
さ
ん
が

診
療
し
て
い
る
の
か
一

　
お
問
合
せ
は
町
役
場
へ
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駄

　
　
　
　
　
　
　
＼
＼

　
　
　
　
　
　
鉛
，

　
　
　
　
　
　
盟

秘密厳守

心
配
ご
と
相
談

無料です

お
気
軽
　
こ
相
談
く
だ
さ

　
生
活
苦
・
家
庭
不
和
・
児
童
問
題
・
老
人
問

題
・
そ
の
他
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
相
談
下
さ
い
。

◎
と
　
き
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
半
ま
で

◎
と
こ
ろ
　
松
代
　
少
林
寺

一一………………一一……一青少年健全

「
お
は
よ
う
」
と

　
　
　
　
　
　
笑
顔
で
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
し
い
毎
日

＼Lク
頑i

み
，4
～ξ

享．融

み
ん
な
が
あ
い
さ
つ
を
か
わ
し
ま
し
ょ
う
〃

　
　
　
の
り

　
　
　
⇔
一

奪遭　
　
　
一
、
．

　
　
　
　
「
』

マ
緬
‘
‘
－
r

費
寮

　
　
　
　
，
、
，

一・一…一…一一一一一一一一一・…一一一一…一一・一……一一…一一…一…………・…親と子の心がふれあう家庭の日一……………一一一一……一一……一…一一……一一一一一一一…一…・一一一
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－
－
－
－
…
・
・
悩
ま
ず
に
友
に
家
族
に
す
ぐ
相
談
…
…
…
…
…
…
－
－
－
…
…
－
－
…
…
－
－
・
－
－
…
－
…
」
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教
育
評
論
家

　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
伸
夫

　
子
供
が
小
学
校
に
入
学
す
る
と
い
う

こ
と
は
社
会
的
、
集
団
的
生
活
の
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
母
親
は
母
・
子
の
分
離

を
怠
り
、
子
供
に
あ
れ
こ
れ
と
言
い
つ

け
る
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
子
供
に
自
発
的
、
自
主
的
に
や

っ
て
い
か
せ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
そ
こ
へ
も
っ
て
き
て
、
母
親
は
「
さ

あ
、
学
校
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、

し
っ
か
り
勉
強
す
る
ん
で
す
よ
」
と
、

い
い
続
け
て
ば
か
り
い
る
と
、
勉
強
ぎ

ら
い
に
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

　
子
供
が
、
ど
う
す
れ
ば
学
校
・
学
級

生
活
や
学
習
に
関
心
と
興
味
を
も
つ
よ

う
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
べ

き
で
す
。

　
そ
う
し
て
、
み
ん
な
と
仲
良
く
励
ま

し
あ
い
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
よ

う
に
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
て
親

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
れ
ば

よ
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
先
生
や
親
同

志
、
P
T
A
な
ど
で
学
ぶ
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

”
気
を
つ
け
た
い

　
　
子
供
の
動
き
”

　
通
園
あ
る
い
は
通
学
し
始
め
て
一
、

二
週
間
も
す
る
と
、
緊
張
感
な
ど
が
積

み
重
な
っ
て
ど
っ
と
疲
れ
が
出
て
く
る

も
の
で
す
。

　
疲
れ
の
症
状
と
し
て
は
、
朝
な
か
な

か
起
き
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
頭
痛
、
便

秘
、
下
痢
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
動
作
が
鈍
く
な
っ
て
目
が
ど
ん

よ
り
と
し
た
り
、
顔
色
が
わ
る
く
、
家

の
中
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
よ
う
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。

　
そ
う
い
う
と
き
は
、
ゆ
っ
く
り
休
ま

せ
る
な
り
、
子
供
が
や
り
た
い
こ
と
を

好
き
な
よ
う
に
や
ら
せ
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
、
ふ
ろ
に
一
緒
に

入
っ
た
時
と
か
、
食
後
の
団
ら
ん
の
と

き
に
、
学
校
の
こ
と
や
友
だ
ち
の
こ
と

に
つ
い
て
、
よ
く
話
を
聞
い
て
や
り
ま

し
ょ
う
。
　
「
ぼ
く
、
お
も
ら
し
し
ち
ゃ

っ
た
」
と
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
を

う
ち
あ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
し
め
た

も
の
で
す
。

　
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
親
に
理
解
し
て

も
ら
え
ば
、
そ
れ
だ
け
心
が
落
ち
つ
き

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
親
が
意
外
に
気
が
つ
か

な
い
の
は
子
供
の
近
視
、
乱
視
、
耳
が

よ
く
聞
こ
え
な
い
と
い
っ
た
症
状
で
す
。

子
供
が
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
の
で
、

よ
く
よ
く
原
因
を
調
べ
て
み
て
初
め
て

分
か
っ
た
と
い
う
例
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
ふ
だ
ん
か
ら
担
任
の
先
生
と
よ
く
連

絡
を
と
り
、
子
供
の
体
調
を
し
っ
か
り

つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

華繭蕪軸昨輔韓圭韻　　　鷲繭
葺

蕪　　　　　　　　 ・購
二午前10時から

　　於総合センター二
　申込みは町総合センターへ

　成人になられたみなさん、おめでと

うございます。

　成人式は5月3日（土曜日）午前10

時から総合センターで挙式の予定です。

　該当される方は次の期間に生まれた

方で松代町に居住されている人です。

また町外に居住されている人でも希望

されれば出席できますのでご連絡くだ

　
　
　
　
の

　
　
　
　
い

方
ま
さ
さ

欝鋸瑚　
者

　
当

　
該

ス
7
へ
乙

’コ，

ハ
コ
パ
コ
パ
ロ
，
ハ
〆
図
パ
’

　
　
　
、
》
釦

7
一
バ
ス
一
パ
ス
π
乃
｝
，
一
7
一
．
ρ

（10）

　　一4月16日～30日一
●春は開放感からとかく非行に走りがちにな

　ります。家庭で話合いの機会を多くし、非

行防止に努めましょう。

●家を留守にするときは、隣同志のたのみ合
　いを。

7
一
，
一
7
一
パ
ス
π
7
一
．
（
7
π

Z
メ
Z
．
一
コ
パ
ス
一
．
《
Z
・
｛

7
一
パ
7
π
ス
一
パ
7
一
パ
7
一
バ

図
功
舜
切
沼
切
溺
功
引
切
，

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

　
5
月
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を

中
心
に
家
族
や
職
場
の
仲
間
同
志
で
マ

イ
カ
ー
を
利
用
し
て
の
遠
出
が
ふ
え
、

こ
れ
に
加
え
、
行
楽
と
い
う
精
神
的
解

放
感
か
ら
思
わ
ぬ
大
事
故
に
な
り
ま
す
。

　
楽
し
い
行
楽
～
事
故
で
悔
い
を
残
さ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
計
画
と
準
備

・
車
の
点
検
、
整
備
は
十
分
に
す
る
。

・
出
か
け
る
前
日
や
旅
先
で
は
、
た
っ

　
ぷ
り
休
養
を
と
る
。

　
　
走
行
す
る
と
き

・
無
理
な
追
越
し
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

　
す
ぎ
は
や
め
る
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
つ
け
る
。

・
こ
ど
も
は
助
手
席
に
乗
せ
な
い
。

・
こ
ど
も
の
安
全
教
育
の
場
に
し
よ
う
。

・
夜
間
に
か
け
て
の
走
行
は
や
め
る
。

　
　
同
乗
す
る
人
は

・
交
差
点
・
踏
切
の
通
過
時
や
バ
ッ
ク

・
の
際
に
は
安
全
確
認
の
手
助
け
を
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
す
す
ん
で
つ
け
る
。

・
居
眠
り
を
せ
ず
運
転
者
に
適
度
に
話

　
し
か
け
る
。
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bー
ゾ

バート収入

＼

　
最
近
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
奥
さ

ん
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し

て
も
気
に
な
る
の
は
税
金
の
こ
と
で
す

ね
。　

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
収
入
は
給
与
所

得
と
な
り
ま
す
。
　
一
年
間
の
収
入
が
、

パ
ー
ト
だ
け
の
場
合
に
は
図
の
よ
う
に

な
り
、
収
入
金
額
が
七
〇
万
円
（
平
均

月
額
約
五
八
、
三
〇
〇
円
）
ま
で
は
、

税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
夫
の
所
得

か
ら
配
偶
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
と
こ
ろ
が
、
収
入
額
が
七
〇
万
円
を

超
し
て
七
九
万
円
ま
で
の
場
合
に
は
、

税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
配
偶
者
控

除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
収
入
額
が
年
間
七
九
万
円
を
超

す
と
税
金
も
か
か
り
ま
す
し
、
も
ち
ろ

ん
、
配
偶
者
控
除
も
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
（
給
与
所
得
）
の
税

金
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

内
職
（
事
業
所
得
）
の
税
金
は
違
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
・
税

務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

パート収入と所得税

1じトの年収 夫の所得か5

配偶看控除が

バ。一ト収入に

所得税ゲ
9Q
、

70万円以下 ’
蛍 ワうれる かからない

70万円超
ワ9万円以下

受けう純い かかうない

79万円超 受けら蹴なし、 かかる

δ
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駒
”
鯉
餉
鯉
閃
髄
訴
鯉
，
・
鯉
”
鯉
闘
鯉
餉
鰭
叫
闘
鵠
網
鵠
臨
闘
網
認
鯉
脚
闘
鵠
闘
鵠
闘
鵠
凶
図
”
岡
認
髄
鵠
闘
鵠
網
図

講
嚢
灘
灘
灘
響
灘
馨
嚢
欝

　
　
　
　
”
春
よ
こ
い
”
　
清
水
（
新
宅
）
　
秋
山
旱
子

鵜　
戸
間
口
に
、
暮
れ
に
採
っ
て
植
え
た

ふ
き
の
と
う
が
、
こ
こ
に
来
て
随
分
伸

び
た
。
二
つ
の
鉢
の
地
桜
も
揃
っ
て
か

わ
い
い
花
を
つ
け
た
。
山
々
は
地
肌
を

見
せ
、
一
面
春
の
匂
い
が
し
て
来
る
。

　
春
は
何
と
な
く
浮
き
立
つ
気
持
ち
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
子
供
達
に
と
っ

て
は
私
達
以
上
に
思
う
気
持
ち
は
強
い
。

わ
か
家
は
子
供
二
人
を
交
え
た
五
人
家

族
。
夕
方
四
時
頃
に
な
る
と
下
の
男
の

子
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
来
る
。
玄
関
に

近
づ
く
と
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
か
ば
ん
に

付
け
た
鈴
の
音
が
聞
こ
え
て
来
る
。
大

き
な
声
で
「
た
だ
い
ま
」
と
言
っ
て
か

ば
ん
を
置
く
音
が
し
た
か
と
思
う
と
す

ぐ
外
に
飛
び
出
し
て
行
く
。
物
置
の
前

ま
で
何
度
も
何
度
も
行
っ
て
見
て
は
自

転
車
に
乗
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　
夜
に
な
り
食
事
が
済
む
と
子
供
達
は

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。
そ

の
う
ち
帯
を
出
し
て
き
て
、
座
敷
の
真

中
で
縄
飛
び
が
始
ま
る
。
　
「
ネ
ラ
ま
た

畳
の
上
で
」
と
言
っ
て
は
み
た
も
の
の

子
供
達
が
キ
ャ
キ
ャ
と
楽
し
そ
う
に
し

て
い
る
と
、
　
「
ど
う
、
ち
ょ
っ
と
貸
し

て
み
」
　
「
父
ち
ゃ
ん
、
そ
っ
ち
の
端
持

っ
て
」
大
波
小
波
…
…
と
一
緒
に
な
っ

て
ド
ッ
タ
ン
バ
ッ
タ
ン
や
っ
て
い
る
。

　
そ
う
か
と
思
う
と
、
狭
い
座
敷
の
中

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
バ
ッ
ト
を
振
り
回

し
て
の
野
球
が
始
ま
る
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー

は
じ
い
ち
ゃ
ん
か
父
ち
ゃ
ん
の
役
、
こ

た
つ
に
入
っ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
。
「
あ

ま
り
強
く
打
つ
な
よ
」
と
や
っ
て
い
る

う
ち
に
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
。
テ
レ

ビ
や
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
ガ
ラ
ス
戸
と
狭

い
中
で
の
冷
汗
流
れ
る
楽
し
さ
も
雪
が

消
え
る
ま
で
の
我
慢
の
子
で
あ
る
。

泣
き
寝
入
り
せ
ず
に

審査の申

立
て
を

　
交
通
事
故
、
そ
の
他
の
犯
罪
で
、
犯

人
を
処
罰
す
る
に
は
、
裁
判
所
の
裁
判

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
裁
判

所
に
犯
人
の
処
罰
を
求
め
る
（
こ
れ
を

起
訴
と
い
う
）
の
は
、
検
察
官
の
仕
事

で
す
。
し
か
し
、
検
察
官
は
す
べ
て
の

犯
人
を
起
訴
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
検

察
官
の
判
断
で
起
訴
し
な
い
（
こ
れ
を

不
起
訴
と
い
う
）
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
犯
罪
の
被
害
者
な
ど
で
、
こ
の
不
起

訴
処
分
に
不
服
の
か
た
は
、
検
察
審
査

会
へ
審
査
の
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
は
国
民
の
代
表
と
し
て
、

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一
人

の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
審
査
の

申
立
て
を
受
け
る
と
、
事
件
の
真
相
を

調
査
し
、
犯
人
が
起
訴
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
判
断
し
た
と
き
は
、
検
事
正
に
そ

の
旨
を
勧
告
す
る
国
の
機
関
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

（〒943）

上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

　
　
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

電
話
　
上
越
局
（
〇
二
五
五
）

　
　
　
　
　
二
四
i
五
一
六
〇
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q



（12）

お
手
も
と
の
加
入
者
電
信
電
話
債
券
を

　
　
　
　
お
調
べ
く
だ
さ
い
ー
電
報
電
話
局
か
ら
ー

☆
あ
な
た
が
お
持
ち
の
加
入
者
電
信

　
電
話
債
券
は
満
期
に
な
っ
て
い
ま

　
せ
ん
か
。

☆
当
公
社
で
は
抽
せ
ん
に
よ
り
償
還

　
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
抽
せ
ん
に

　
当
せ
ん
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

☆
償
還
期
日
後
は
利
息
が
つ
き
ま
せ

　
ん
の
で
、
償
還
金
は
、
お
早
め
に

　
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

☆
当
せ
ん
番
号
調
べ
は
、
券
面
記
載

　
の
銀
行
、
証
券
会
社
ま
た
は
電
報

　
電
話
局
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

☆
お
持
ち
の
加
入
者
電
信
電
話
債
券

　
の
償
還
金
の
受
領
を
確
実
に
す
る

　
た
め
安
全
で
便
利
な
〔
保
護
預
り
〕

　
（
無
料
）
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

　
い
。

お
問
い
合
せ
は
、
券
面
記
載
の

銀
行
・
証
券
会
社
ま
た
は
電
報
電

話
局
へ
。

　
　
　
　
　
　
松
代
電
報
電
話
局

　
　
　
　
　
　
　
　
七
－
二
二
〇
〇

◎
祝
電
は
お
早
め
に

◇
　
お
祝
い
電
報
は
、
配
達
日
指
定

　
と
し
て
配
達
日
の
三
日
以
前
に
お

　
打
ち
に
な
れ
ば
、
一
五
〇
円
割
引

　
に
な
り
ま
す
。

◇
　
お
祝
い
電
報
の
配
達
日
指
定
は

　
十
日
前
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

◇
　
慶
弔
電
報
の
文
例
が
新
し
く
な

　
り
数
も
増
え
ま
し
た
。
詳
し
く
は

　
電
報
電
話
局
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

　
さ
い
。

新
刊
図
書
の
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
・

　
あ
な
た
の
　
　
伽
卿
擢
勘
ー

　
ご
希
望
を
ど
う
ぞ

　
公
民
館
で
は
昭
和
55
年
度
に
購
入
整

備
す
る
図
書
を
選
定
中
で
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
公
民
館
図
書
を
愛
読

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
図

書
の
購
入
希
望
を
承
り
整
備
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
五
月
末
日
ま
で
に
町
総
合

セ
ン
タ
ー
内
公
民
館
図
書
係
ま
で
申
出

く
だ
さ
い
。

◎
ご
希
望
限
度
冊
数

　
　
一
人
三
冊
以
内
（
一
冊
三
、
○
○
○

　
　
円
以
上
の
本
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

◎
申
出
は

　
　
図
書
名
・
著
者
・
発
行
者
・
価
格

　
　
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

芸支

嵐翻
～

“
い

麟4

　
昨
日
の
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
潟
ま
さ
．
を

み
ぞ
れ
に
明
け
た
新
ら
し
い
年
う
す
陽

の
中
で
南
天
の
実
あ
か
く
光
れ
り

豆
つ
ぶ
ほ
ど
の
白
い
つ
ぼ
み
を
い
く
つ

か
つ
け
た
茶
の
枝
を
勇
り
花
差
し
へ
挿

す九
官
鳥
は
訳
の
判
ら
ぬ
言
へ
り
何
や
ら

云
ひ
そ
こ
ね
た
ら
し
く

松
代
病
院
入
院
記

　
　
　
　
　
　
蒲
生
小
堺
　
章
光

病
み
し
身
に
病
院
入
院
せ
よ
と

宣
告
さ
れ
雪
は
益
々
降
る
の
恨
し

白
衣
の
看
護
婦
さ
ん
の
い
た
わ
り
に

只
感
激
の
言
葉
の
模
索
に
惑
ふ

病
床
に
横
た
わ
り
て
初
め
て
の

常
日
頃
の
健
康
の
幸
福
を
知
る

病
め
る
身
の
幾
夜
眠
れ
ぬ
隣
人
の

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

か
る
や
か
な
る
イ
ビ
キ
我
も
ど
か
し
さ

豪
雪
哀
歌

　
　
　
　
　
　
滝
沢
柳
静
水
老

今
日
も
ま
た
わ
ず
か
な
雪
の
晴
れ
間
見
て

　
家
を
埋
も
る
雪
と
た
た
か
う

女
手
の
か
弱
き
力
振
り
し
ぼ
り

　
今
日
も
一
人
で
屋
根
の
雪
掘
り

明
日
は
雨
と
天
気
予
報
は
知
ら
せ
て
も

　
今
宵
は
粉
雪
ま
だ
降
り
続
き
け
り

久
し
振
り
に
見
る
青
空
を
な
つ
か
し
く

　
シ
ャ
ベ
ル
を
杖
に
暫
し
見
と
れ
る

俳
句
“
雪
”
雑
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
千
年
籾
　
茶

雪
す
て
に
男
勝
り
の
留
守
居
妻

寒
雀
酒
蔵
を
出
る
糀
の
香

夕
な
つ
む
風
花
ふ
う
わ
り
ふ
う
わ
り
と

三
軒
家
と
な
り
は
遠
し
深
雪
道

北
窓
に
も
の
の
影
見
え
日
脚
伸
ぶ

雪
か
べ
や
糸
引
く
ご
と
く
雪
解
水

若
き
妻
子
を
遊
ば
せ
て
ひ
な
飾
る

歌
の
屑
か
ご
よ
り

　
　
　
　
　
　
下
山
埋
　
れ
　
木

牛
飼
い
も
心
慰
む
手
段
な
り

　
う
す
き
儲
け
と
知
り
つ
つ
わ
れ
は

約
束
を
違
は
ず
咲
き
て
く
れ
し
梅
に

　
そ
り
し
し
わ
顔
寄
せ
せ
ば
古
稀
ゆ
く

夜
畔
縦
き
叙
柱
時
計
が
楽
糺
と
云
う

　
老
妻
は
違
ず
ネ
ジ
巻
く
愛
れ

百
二
十
一
名
巣
立
つ
羽
音
の
雄
々
し
さ

を
聞
き
給
ひ
け
む
師
は
涙
し
て

　
俳
　
　
句

　
　
　
　
　
　
松
代
本
柳
常
仙

恋
猫
や
じ
ゃ
れ
て
屋
根
を
こ
ろ
く
と

薄
残
る
雪
間
片
栗
つ
ん
く
と

う
ぐ
い
す
の
暗
き
そ
む
頃
や
若
菜
摘
む

三
月
の
石
見
て
寒
き
大
石
忌

浬
繋
と
も
知
ら
ず
に
居
り
て
写
経
せ
り

ぬ
く
も
り
て
山
狭
に
も
あ
り
山
桜

蕗
味
噌
に
せ
ん
と
て
苔
を
狩
る
お
婆


